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はじめに

　弊社は 1949 年 12 月創業の繊維製特

殊加工品の企画・開発・製造・販売を

行うメーカーです。繊維を使い筆記具

､ 芳香剤 ､ メディカル部品 ､ 農業用、

空圧機器 ､浄水器 ､塗料濾過 ､ガソリ

ン濾過等の部材を製造しております。	

　今回ご紹介する製品は0.2～ 0.5mm

厚みの不織布シートを原料として円

筒形状に、連続的に成型した内径

5mm ～ 30mm まで対応の極細タイプ

のチューブ状フィルターです。この

チューブ状フィルターは、不織布 1枚

の薄さでフィルターを形成しており、

肉厚が薄い為、活性炭やセラミック粉

末、シリカゲル等を充填するフィル

ターコア材として使う際に、フィル

ター容器内の限られたスペースで、よ

り多くの各種充填剤を充填できる点が

特徴です。

　連続的に円筒形状に成型できる為、

製品の長さはユーザーのニーズに合わ

せて、任意に成型可能です。材料歩留

りが高く、廃棄部分が少ないという利

点があります。

開発の背景

　当社は、熱融着繊維の不織布を原料

としたフィルターを製造してまいりま

したが、ろ過の圧力に耐えうる強度の

確保や、ろ過性能向上の為に、肉厚が

厚いフィルターを製造しておりまし

た。

　しかし、水ろ過や、油ろ過用等のフィ

ルターを設計する際、限られたスペー

スで最大限の効率を発揮する為に、ろ

過層の厚みが薄く、通気抵抗が低い

フィルターが必要となる場合がありま

す。また、フィルターの構造によって

は、柔らかいフィルターが必要となる

こともあります。

技術開発のポイント

　極細タイプのチューブ状フィルター

の技術開発のポイントは 1枚の不織布

を円筒形状に成型する技術の確立でし

た。

　そのポイントの一つは、成型機械の

開発で、当社の熱融着繊維の不織布加

工の経験から、自社にて成型機械を設

計、開発し、製作しました。もう一つ

のポイントは、不織布 1 枚の厚みで、

ろ過性能や強度を持たせる為に、原料

メーカーと不織布シートの仕様を満足

する為の管理値の厳しい不織布を製造

してきました。

「連続成型した極細タイプのチューブ状

フィルター」の特徴

①不織布 1 枚で成型することにより、

フィルターの通気抵抗値が任意に選

定可能です。

②ろ過層の厚みが薄く、柔らかい製品

づくりが可能な為、柔らかさを求め

られる製品にも適用可能です。

③ろ過層の厚みが薄い為、活性炭フィ

ルターコア材として使う際に、フィ

ルター容器内の限られたスペースで、

より多くの活性炭を充填可能です。

④自社製の設計・成型機により、フィ

ルター形状を任意に成型できるた

め、ユーザーニーズに柔軟に対応が

できます。

⑤連続成型する為、フィルターの長さ

が任意に調整可能です。

チューブ状フィルターの用途

①液体用ろ過フィルター

②油ろ過用フィルター

③吸着・ろ過フィルター用パーツ

④活性炭フィルターコア材

⑤浄水器用フィルターパーツ

さいごに

　「連続成型した極細タイプのチュー

ブ状フィルター」の成型技術は、平成

26 年度（公財）名古屋産業振興公社：

名古屋工業技術グランプリにおいて

「理事長賞」をいただきました。

　今回の受賞を励みに更なる自社開発

装置の改善・改良を行い、

　100％メイドインジャパンのフィル

ターの性能向上と品質向上に鋭意努力

する所存であります。

弊社概要

　弊社は化学品専門商社岡畑産業株式会社の関

連会社として 1967 年 9 月に設立され、各種コー

ティング（粘着他）から関連二次加工（スリッ

ト・プレスなど）までの一貫生産を特徴とする

メーカーです。設立以来、様々な機能性素材へ

独自のノウハウによりコーティング・及び二次

加工等を施すことで、これまで自動車・住宅・

OA 機器・IT 機器分野などへ高品質、高付加

価値の製品を送り出してきました。

開発の背景

　弊社の加工対象素材は、発泡材・不織布・ア

ルミ箔など有機～無機材料まで多岐に渡ってお

り、加工の際は、素材性状や使用環境等を熟知

したうえで、塗工剤（粘着剤他）の選定や諸条

件の設定（塗工量・乾燥・加圧調整等々）が必

要となります。弊社はこのような点に留意しな

がら多くの加工事案へ対応のうえこれまで蓄積

した加工技術情報を応用して、今般、環境負荷

を低減するラインテープ製品を開発しました。

新技術・新製品の特徴

現状ラインテープの問題整理と解決策／従来の

ラインテープ製品では安価で手軽に貼付できる

などの事由で軟質塩ビが最も多く基材に使用さ

れているが、耐久性の問題（破れやすい）あ

り、この欠点をカバーした硬質塩ビ樹脂基材の

製品については、硬く丈夫で良好な易接着性・

スリット加工適性・耐薬品性など様々な特徴を

有しますが、破損した際は堅く鋭利な破片とな

る他、軟質塩ビ同様、不適当な条件で焼却廃棄

された場合、ダイオキシンが発生するという問

題を抱えている他、テープ展開時の離型目的で

テープ内部に離型材料（紙）を内包しているも

のが殆どであるため、テープの展開施工時には

離型紙がゴミとして排出されます。

・現状ラインテープの材質種類と用途（図 1） 

これらの問題点を踏まえ、以下の点に留意し

ながら製品の開発を進めました。

・ポリオレフィン樹脂を基材に使用／ポリオレ

フィン原料のブレンド比率と基材厚みについ

て諸案検討試作の上、柔軟且つ耐久性のある

基材を確立する。

・離型紙レスと適度な離型性能付与／基材の両

面に特殊塗剤（易接着剤・離型剤）をコーティ

ングすることで粘着面（粘着テープ）と基材

の密着を防止するとともに、基材表面と粘着

図 1　現状ラインテープの材質種類と用途

材　質 厚み（mm）形状・仕様 伸　縮 用　途 特　徴

硬質塩ビ 1.0
平版打ち
抜き

な　し 工場・店舗の平滑床面
○硬い
○コシ感

×割れ
×つまずき
×環境負荷

軟質塩ビ 0.2 ～ 0.3 巻物 あ　り

店舗・学校・工場など
屋内の標示ライン

曲線（バレー）

○柔軟
○安価

×環境負荷

×使用箇所限定
×破れやすい

オレ
フィン

0.2 巻物 若干有
直線（バレー、
バスケットなど）

○安価
×使用箇所限定
×破れやすい

面が程良い離型状態となるよう塗剤種類・濃

度など最適な物・加工条件を確立する。

・施工後のゴミ付着防止／ラインテープを床面

へ貼り合わせた後、ラインテープ両端部へゴ

ミが付着し難い工夫として、基材両端に数ミ

リの非粘着部分を設定（ドライエッジ仕様）

する。

主な特徴

・基材にポリオレフィン樹脂を使用し、焼却時

のダイオキシン等の発生がない。

・離型紙を内包していないため、施工時にゴミ

が出ない。

・粘着層については凹凸面向け仕様の他、平面

向け再剥離タイプを用意。

・傷が付きにくく、破れにくい。

・カラーバリエーションが豊富（全 5色）

採用事例・検討中の事案等

　弊社開発のラインテープ製品は環境負荷低減

などの特徴が支持され、上市以降、自動車メー

カーなどの認定製品として工場内作業エリア

（凹凸面への追従・耐リフト強度などの要求対

応）や検査・出荷エリア（再剥離性・耐薬品性

対応）の区分表示に多用されております。

改良すべき課題と今後の展開について

防滑性能付与／ラインテープ表面に水分等が付

着した際は滑りやすくなるため、基材表面へ

の凹凸層の付与や基材表面への防滑機能剤

コートなどを検討のうえ改良作業を進めてお

ります。

蓄光性能の付与／停電時の避難誘導表示として

基材へ蓄光性能の付与について検討開発を進

めております。

チューブ状フィルター（断面図） チューブ状フィルター商品群


